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重点化 学　習　活　動 評　価　規　準 留意点　他 時

学
年

領
域

記
号

・本単元の学習の流れ（言語活動）や本単元で付けたい資質・能力に
ついて知る。
・市役所の市民協働課の方に，これからを担う若者として，「存続してい
くためのまちづくり」について，現実を踏まえた提言をするということを確
認する。

・批評文とはどのようなものなのかを理解し，
学習の見通しをもっている。

（指）既習教材である社会科の学習での地方自治，総
合的な学習の時間での瑞浪市に対する提言，１学期
に行った「瑞浪市に対してできることを合意形成に向
けて話し合おう」も単元を想起させる。

①

・この単元で身に付けた力について「振り返りシート」に記入する。 （指）単元全体を通しての振り返りを行う。

・納得のいく表現の仕方や資料の引用
を考えたり見通しをもって意見書を書
こうとしている。

②
③

④

30

500

2

532

(第3学年)　単元名：「多角的に分析して書こう」

指導者：瑞浪南中学校　教諭　山崎　雅　　　　　

（教）「まちづくり基本条例」を準備する。
（指）資料の妥当性や信頼性について確認する。

関心のある事柄について批評するなど，自分の考えを書く活動。
領域 記号

・資料やデータなど明確な根拠をもっ
て，意見書を書くことができている。
（記述の確認）

（評）意見文や評論文等の既習の文種と批評文
の違いを明確にする。 ①

（評）出典や発信した年を確認したり，同じ事
柄に対する複数の情報源から情報を収集したり
しているかを確認して評価する。

③
④

まとめ（学習の振り返り）

関連する〔知識及び技能〕

(1)言葉の特徴や使い方に関する事項
(2)情報の扱い方に関する事項
(3)我が国の言語文化に関する事項

ウ

文や文章

話や文章の種類とその特徴について理解を深めること。

イ

情報の整理

情報の信頼性の確かめ方について理解し使うこと。

・自分の伝えたいことに応じた題材を選択し
ている。
・問いや考えを吟味しながら題材について
の分析を深めている。

・自分の意見を支える根拠となる資料を引用
するなどして，説得力のある下書きを書いて
いる。（下書き）

・伝えたい内容に適している表現や構成になっているかを，自分自身と
仲間との交流で確認し，推敲する。

・意見書を読み合い，批評に有効な言葉や説得力を高める工夫につい
て，仲間と共有する。

・伝えたい内容に適している表現や構成に
なっているかを，推敲している。（Googleド
キュメント）

・仲間の文章から，批評に有効な言葉や説
得力を高める工夫について，学んでいる。
（Googleスプレッドシート）

・意見と根拠の関係に留意しながら，説得力
のある論理の展開を考えている。（シートの
記述）

・瑞浪市の「まちづくり基本条例」を読みながら，自分が意見する題材を
決定する。
・問いや考えを吟味しながら，題材について多角的に分析を深める。

ア

言語活動

導入（学習への見通し）

Ｂ領域

（評）単元全体を通して，学習活動を観察して評価す
る。

３年

Ｂ
領
域

Ｂ
領
域

・情報の信頼性を十分に吟味し，正し
く使っている。

〇
・意見と根拠の関係に留意しながら説得力のある論理の展開を考えた
り，引用する資料を検討したりしながら構成を考える。

（指）既習の文章構成から，今回の自分の主張を伝え
るのにふさわしい構成を選択させる。

（評）判断や評価の根拠が明確になっているかどうか，
資料を適切に引用できているかを文章の内容から評
価する。

④
⑤

⑥

（指）推敲シートを活用しながら確認する。
（評）Googleドキュメントの比較機能を用いて，修正箇
所から評価を行う。

（評）ワークシートへの記述内容を中心に評価する。

◎
・構成に沿って，説得力のある言葉かどうかや自分の考えを支えるのに
ふさわしい資料なのかを吟味しながら，下書きを書く。

(2)

※「留意点　他」の記号…（指）指導に当たっての留意点，（評）評価に対しての留意点，（他）他の学習活動のアイデア，（教）教材・教具の工夫

題材の設定，情報の収集，内容の検討

ア

イ

ウ

エ

オ

構成の検討

目的や意図に応じた表現になっているかな
どを確かめて，文章全体を整えること。

論理の展開などについて，読み手からの助
言などを踏まえ，自分の文章のよい点や改
善点を見いだすこと。

目的や意図に応じて，社会生活の中から題
材を決め，集めた材料の客観性や信頼性を
確認し，伝えたいことを明確にすること。

文章の種類を選択し，多様な読み手を説得
できるように論理の展開などを考えて，文
章の構成を工夫すること。

３年 (1)

学びに向かう力，人間性等に関する評価
（主体的に学習に取り組む態度）

言語活動例

瑞
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共有

指　導　事　項

３
年

Ｂ
領
域

Ｂ
領
域

３
年

表現の仕方を考えたり資料を適切に引用し
たりするなど，自分の考えが分かりやすく
伝わる文章になるように工夫すること。

考えの形成，記述

推敲

Ｂ
領
域

３
年

３
年

３
年

赤いセルをいじくると、赤い彗星が、通常の３倍のスピー

ドでやってきます。
学 1 32

言語活動

領域

他ア

CBA

イ ウ 指導事項

All 


